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選任区分 氏　　　名 所　　　　　　　　属 備　考

飯 沼 佳 子 学校法人松本青い鳥学園理事

窪 田 英 一 学校法人篠ノ井学園理事長

児 島 則 夫 学校法人文化長野学園理事長 会長

小 林 浩 佐久長聖高等学校校長

高 橋 一 彦 学校法人外語学園理事

成 田 守 夫 学校法人成田会理事長

岡 田 英 恵 長野県ＰＴＡ連合会監事

小 泉 真 理 清泉女学院大学教授

田 中 直 子 ＮＰＯ法人　夢のデザイン塾理事長

中 沢 延 子 元（社）長野県長野西高等学校同協会会長

平 田 睦 美 飯田市伊賀良公民館長

平 林 倫 子 関東信越税理士会長野県支部連合会

　注　五十音順、敬称略

　　イ　会議 　　　第197回 ａ　期　　日　　　平成26年10月15日

ｂ　場　　所　　　県庁会議室

ｃ　審議事項　　　学校の設置等について

　　　第198回 ａ　期　　日　　　平成26年12月17日

ｂ　場　　所　　　県庁会議室

ｃ　審議事項　　　学校の設置等について

学校法人理事
又は

私立学校長等

（１） 長野県私立学校審議会

１　私  学  教  育  振  興　等

学識経験者

補 助 金 額 学 校 数 生徒１人当たり単価

3,258,841千円 　　　16校 317,235 円

25,471千円 1校 67,030 円

124,125千円 1校
317,002 円
305,856 円

287,810千円 　　　 7校 305,856 円

152,425千円 　　　　4校 304,243 円

2,144,759千円 　　102園 180,005 円

高等課程   　4,318千円 　46,440 円

専門課程    53,130千円 　15,000 円

2,394千円 　　　 １校 　40,590 円

6,053,273千円 　 159校(園)計

私 立 中 学 校

私 立 小 学 校

私 立 幼 稚 園

私 立 専 修 学 校 　　27校

私 立 外 国 人 学 校

（２） 私立学校教育振興事業

　私学教育の振興と保護者負担の軽減を図るため、学校法人が設置する私立学校の経常経費に対して
補助した。

学　　校　　種

私 立 高 等 学 校
（ 全 日 制 ）

私 立 高 等 学 校
（ 通 信 制 ）

私 立 中 等 教 育 学 校



補 助 金 額 学 校 数 生徒１人当たり単価

3,258,841千円 　　　16校 317,235 円

25,471千円 1校 67,030 円

124,125千円 1校
317,002 円
305,856 円

287,810千円 　　　 7校 305,856 円

152,425千円 　　　　4校 304,243 円

2,144,759千円 　　102園 180,005 円

高等課程   　4,318千円 　46,440 円

専門課程    53,130千円 　15,000 円

2,394千円 　　　 １校 　40,590 円

6,053,273千円 　 159校(園)計

私 立 中 学 校

私 立 小 学 校

私 立 幼 稚 園

私 立 専 修 学 校 　　27校

私 立 外 国 人 学 校

（２） 私立学校教育振興事業

　私学教育の振興と保護者負担の軽減を図るため、学校法人が設置する私立学校の経常経費に対して
補助した。

学　　校　　種

私 立 高 等 学 校
（ 全 日 制 ）

私 立 高 等 学 校
（ 通 信 制 ）

私 立 中 等 教 育 学 校

（３） 私立高等学校授業料等軽減事業

課程 軽 減 区 分 補 助 金 額 生 徒 数 学 校 数

全 額 免 除 35,779千円 842人

一 部 軽 減 67,029千円 1,185人

入 学 金 軽 減 37,069千円 1,513人

139,877千円 3,540人

全 額 免 除 1,925千円 81人

一 部 軽 減 2,035千円 73人

入 学 金 軽 減 1,376千円 93人

5,336千円 247人

全 額 免 除 356千円 4人

一 部 軽 減 645千円 15人

入 学 金 軽 減 0千円 0人

1,001千円 19人

全 額 免 除 964千円 20人

一 部 軽 減 1,898千円 29人

入 学 金 軽 減 686千円 28人

3,548千円 77人

149,763千円 3,883人

＊生徒数の小計・合計欄は、授業料免除または軽減の対象人数

（４） 私立高等学校等就学支援事業交付金（高等学校等就学支援金）

学校数 延受給権者数 交付額

校 人 円

16 9,652 1,374,932,000

6 1,877 245,764,140

1 123 16,186,500

3 98 16,483,500

1 1 45,000

27 11,751 1,653,411,140計
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　教育費負担の軽減を図り、私立高等学校等の就学を支援するため、授業料について高等学校等就学
支援金を交付した。

　　保護者負担の軽減を図るため、授業料又は入学金を軽減した学校法人に対して補助した。
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制

15校
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通
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制

　3校



 

（５）高等教育の振興施策 

 

○高等教育機関の知の拠点機能の充実とその活用 

【大学・地域連携事業補助金】 

大学が地域と連携して行う地域の課題解決の取組を支援（補助率 10/10 以内) 

➣平成 26年度事業実績 

大学・短期大学 事 業 の 名 称 補助金額(円) 

諏訪東京理科大学 

  パーソナルモビリティによる人・まち・地域の活性化 4,000,000  

  確かな暮らしを実現する地域情報発信プラットフォー
ム構築事業 

2,264,101  

清泉女学院大学 

 信州版ソーシャル・エモーショナル・ラーニングプロ
グラムの開発と展開 

3,288,000  

 地域環境を活用した英語コミュニケーション力向上モ
デルの構築 

255,926  

長野大学 

 地域住民組織との協働による流域の水環境マネジメン
トに関わる知識の顕彰と活用 

1,719,780  

 市民・大学・行政の協働による地域資源活用とその知
識基盤づくり 

1,252,676  

松本歯科大学  「口の健康維持」でめざす地域の健康寿命延伸 3,289,601  

飯田女子短期大学 
 「食と健康」に関する地域課題解決のための技術開発
と実践活動 

3,332,490  

佐久大学信州短期大学部   介護環境改善研究事業 2,002,927  

清泉女学院短期大学 
  信州人を笑顔にするプロジェクト ～笑顔クリエイタ
ー育成プロジェクト～ 

2,355,000  

合  計 10 事業 23,760,501  

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

佐久大学信州短期大学部 
「介護環境改善研究事業」 諏訪東京理科大学 

「パーソナルモビリティ」 



 

○県内大学の魅力の発信 

【信州で学ぼう！大学発信事業補助金】 

県内の高校生等を中心に次のような方法で PR を実施 
○ＷＥＢコンテンツによる広報 
➣平成 26年 9 月専用ホームページ開設予定 

○ポスター・リーフレットの掲示、配布 
➣ポスター(1,750 枚) 
(掲示箇所) 
県内高校、コンビニ(サークル K県内全店) 
県内主要駅(長野、松本等 11 駅) 
電車中吊り(しなの鉄道、JR 各線、長野電鉄、松本電鉄) 
県有施設、市町村施設、予備校、県内大学 

➣リーフレット(63,000 枚) 
県内高校生全員に配布するほか、県有施設、市町村施設、 
各大学等で配布 

 

【信州で学ぶ魅力“大発見”事業】 

県外に向けて県内大学の魅力を発信 

○信州の魅力発見大学 [場所：銀座 NAGANO] 

 期 日 講師 演 題 受講数 

第 1回 H26.12.16 
松本大学 
廣田 直子 教授 健康・長寿を生み出す長野県の食生活 12 人 

第 2回 H27. 1.14 
佐久大学 
大渕 律子 教授 

健康長寿で生涯を自分らしく暮らせる環境と
は…佐久の魅力… 10 人 

第 3回 2. 4 諏訪東京理科大学 
星野 祐  教授 

新たなパーソナルモビリティ『オムニライ
ド』による人・まち・地域の活性化 

28 人 

第 4回 3.11 長野大学 
山崎 隆之 准教授 

信州はひとつじゃない？ 
信州に行きたくなるための基礎講座 

19 人 

○ＰＲキャラバン 

・首都圏、中京圏及び北陸地域の高校を訪問して、県内大学

の魅力を伝えるほか、進学状況等の情報を収集 

訪問先 訪問校数 

首都圏 44 校 

中京圏 15 校 

北陸地域 27 校 
 
・上記のほか、約 400 校の高校に対して、書面により進学

状況等の情報を照会 

○ポスター・リーフレットによる広報 

・ポスター 

ＪＲ金沢駅及び富山駅構内に掲示(H26.12.23～H27.1.19) 

首都圏、中京圏等の高校に配布 

・リーフレット(20,200 部) 

ＰＲキャラバン、信州の魅力発見大学等の際に配布 

・ＨＰ、インターネット上の YAHOO セグメント広告による広報 

 

 

 


